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特記仕様書 

 

（趣旨） 

第１条　　この特記仕様書は、埼玉県土木工事共通仕様書に定めるもののほか、工事に関し

必要な事項を定めるものとする。 

　　　　　また、この特記仕様書に記載されていない事項については、埼玉県土木工事実務

要覧に準ずるものとする。 

 

（適用） 

第２条　　この特記仕様書は、以下の工事に適用する。 

　　　　　・工 事 名　幹線6号線道路舗装工事 

　　　　  ・工事場所　秩父市 蒔田 地内 

 

（共通事項） 

第３条　　受注者は、「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）」等に基づき、

次の対象工事について、工事着手前に本工事に係る「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促

進計画書」及び「工事登録証明書」を建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）により作成

し、施工計画書に含め各１部提出する。また、工事完成後速やかに計画の実施状況（実績）につ

いて、「再生資源利用実施書」、「再生資源利用促進実施書」及び「工事登録証明書」を同シス

テムにより作成し、各１部提出するとともに、これらの記録を保存する。 
 

　　　○　再生資源利用計画書（実施書）の作成対象工事（下記のいずれかに該当する工事） 

　　　　　①  500ｍ３以上の土砂を搬入する工事 

　　　　　②  500ｔ以上の砕石を搬入する工事 

　　　　　③　200ｔ以上の加熱アスファルト混合物を搬入する工事 

　　　　　④　最終請負金額１００万円以上の工事 

 

　　　○　再生資源利用促進計画書（実施書）の作成対象工事（下記のいずれかに該当する工事） 

　　　　　①　500ｍ３以上の建設発生土を搬出する工事 

　　　　　②　アスコン塊、コンクリート塊、及び建設発生木材の合計で200ｔ以上搬出す

る工事 

　　　　　③　最終請負金額１００万円以上の工事 

 

　　２　　受注者は、施工計画書に建設廃棄物の処分計画を添付する。なお、建設廃棄物の

処分に当たり、排出事業者は処分業者と建設廃棄物処理委託契約を締結し、同契約

書の写しを処理計画に添付する。 

　　　　　また、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場合は、別に収集運搬業者と建設

廃棄物処理委託契約を締結する。 

 

　　３　　排出事業者が建設廃棄物の処理を委託する場合には、産業廃棄物管理票（紙マニ

フェスト）または電子マニフェストにより管理しなければならない。 

　　　ア　紙マニフェストの場合には、建設系廃棄物マニフェストＡ票、Ｂ2標、Ｄ票、Ｅ

票を監督員に提示し、確認を受ける。また、工事検査時には原本を提示しなければ

ならない。 

　　　イ　電子マニフェストの場合は、マニフェスト情報登録証明、受渡確認票を監督員に

提示し、確認を受ける。また、工事検査時には受渡確認票及び一覧表を提示しなけ

ればならない。 

 

（建設発生土の搬出） 

第４条　　建設発生土の搬出は想定していないが、建設発生土が発生する場合は、事前に監

督員と協議すること。 



　　　 

２　　受注者は、５００ｍ３以上の建設発生土を搬出する場合は、埼玉県土砂の搬出、

たい積等の規制に関する条例（埼玉県土砂条例）に基づき、土砂排出届出書を受理

担当機関へ提出する。 

 

　　３　　受注者は、規定様式により搬出前に搬出先市町村の建設発生土担当窓口あてに建

設発生土の搬出情報を郵送・ＦＡＸ等で提供し、その写しを監督員に提出する。 

 

（再生資源利用促進計画を作成する上での確認事項） 

第５条　　受注者は、再生資源利用促進計画の作成に当たり、建設発生土を工事現場から搬

出する場合は、工事現場内の土地の掘削その他の形質の変更に関して発注者等が行

った土壌汚染対策法等の手続き状況や、搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど

適正であることについて、法令等に基づき確認しなければならない。 

また、確認結果は再生資源利用促進計画に添付するとともに、工事現場において

公衆の見やすい場所に掲げなければならない。 

 

（建設発生土の運搬を行う者に対する通知） 

第６条　　受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするときは、「再生

資源利用促進計画」に記載した事項（搬出先の名称及び所在地、搬出量）と「第５

条再生資源利用促進計画を作成する上での確認事項等」で行った確認結果を、委託

した搬出者に対して、法令等に基づいて通知しなければならない。 

 

（建設発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等） 

第７条　　受注者は、建設発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したとき

は、法令等に基づき、速やかに搬出先の管理者に受領書の交付を求め、受領書に記

載された事項が再生資源利用促進計画に記載した内容と一致することを確認すると

ともに、監督員から請求があった場合は、受領書の写しを提出しなければならない。 

 

（建設廃棄物の再資源化等） 

第８条　　受注者は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月

３１日法律第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）に基づいて、特定建

設資材の分別解体等及び再資源の実施について適正な措置を講ずることとする。 

　　　　　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等については想定していないが、発生す

る場合、監督員と協議するものとする。 

　　　　　 

 

　　○再生資源化等をする施設の名称及び所在地 

※上記は積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものでない。ただし、原則として再生資源化

施設へ搬出すること。 
　なお、受注者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。 

ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。 

　　２　　受注者は、契約前に作成した「分別解体等の計画等」について、文書で監督員に

説明するものとする。 

 

　　３　　受注者は、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル

法第１８条第１項に基づき、以下の事項等を別紙「再資源化等報告書」に記載し、

監督員に報告しなければならない。 

 特定建設資材廃棄物の種類 施　設　の　名　称 所　在　地

 ア ス フ ァ ル ト 株式会社　上武 秩父郡皆野町大字大淵126-2

 



　　　　　・特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了した年月日 

　　　　　・特定建設資材廃棄物の再資源化等をした施設の名称及び所在地 

　　　　　・特定建設資材廃棄物の再資源化等に要した費用 

　　　　　また、同条第１項に基づき、特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施状況に関す

る記録を作成し、保存しなければならない。 

　　　　　なお、資源有効利用促進法等に基づき再生資源利用実施書・再生資源利用促進実

施書を作成している場合は、これをもって報告に代えることができる。 

 

　　４　　受注者は、工事の施工に当たっては、平成１４年３月１８日に策定した「彩の国

建設リサイクル実施指針」を遵守し、建設資材廃棄物の再資源化に努め、廃棄物の

減量を図らなければならない。 

 

（再生資材の利用） 

第９条　　下記の再生資材を備考欄の部分に利用すること。 

　　　なお、現場から４０ｋｍの範囲の再生資源化のための施設から供給が困難な場合は、新材への設計変更の対象とする。 

 

（施工時期、施工時間帯） 

第１０条　本工事の施工時間帯は、原則として以下の通りとする。 

　　　　　昼間　（午前８時３０分から午後５時まで） 

　　　　　ただし、関係機関等から時間的制約条件を付された場合は、監督員と協議するものとする。 

 

（現場測量調査） 

第１１条　受注者は、工事実施に先立ち、現況縦断、横断測量を行い、現地の状況を詳細に

把握し、監督員に施工計画案を提出するものとする。 

　　 

（占用物件） 

第１２条　当該工事区間の占用物件（電柱、マンホール等）については、事前に位置、高さ

等を確認し、その状況を監督員に報告するとともに、関係機関と連絡調整を密に行

い、施工にあたっては、細心の注意を払うものとする。 

 

　　　２　施工上支障があると予測される場合は、速やかに監督員に報告するとともに、占

用機関との調整は迅速に行うこと。　　 

 

（交通規制） 

第１３条　交通規制が必要な場合は、原則的に片側車線通行規制とする。 

 

　　　２　時宜を得た工事予告板の設置など、道路利用者へ事業に対する理解を得ながら工

事を実施するものとする。 

 

　　　３　通行帯の確保など、歩行者、自転車利用者への安全確保は厳重に行うものとする。 

（騒音振動対策） 

第１４条　受注者は、工事着手に先立ち、騒音振動対策関係諸法令を確認するとともに、こ

れらを確実に遵守しながら工事を行うものとする。 

（公共工事現場への標示施設等） 

第１５条　施工に先立ち工事現場に設置する工事看板等については、「道路工事現場におけ

 資　材　名 規　格 備　考

 

 



る標示施設等の設置基準（平成１８年９月１日改正）」によるものとする。 

 

（電子納品） 

第１６条　本工事は、秩父市電子納品対象工事である。電子納品対象資料は、埼玉県電子納

品運用ガイドラインを準拠し、受発注者間で協議し決定するものとする。 

 

　　　２　電子成果品は、原則「秩父市電子納品運用ガイドライン」に基づき作成するが、

写真以外も電子納品とする場合は、「埼玉県電子納品運用ガイドライン」を準拠し

作成することで電子成果品とすることができる。 

 

　　　３　電子納品対象とした成果については、埼玉県電子納品運用ガイドラインを準拠し

電子データで検査をすることを原則とする。 

 

　　　４　電子成果品は、データを格納した電子媒体（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ等）を正、

副各１部提出する。 

　　　　　なお、電子成果品によらないものは、従来どおり紙で納品する。 

 

（法定外の労災保険の付保） 

第１７条　受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

 

（週休2日制モデル工事） 

第１８条　本工事は、秩父市「週休２日制モデル工事（現場閉所型）」の試行対象工事であ

る。 

　　      試行の実施は、埼玉県県土整備部「週休２日制モデル工事」試行要領に準じて

実施する。試行要領は、埼玉県県土整備部建設管理課ホームページで確認のこと。

     　 埼玉県県土整備部建設管理課ホームページ  

        http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/a1002/index.html 

 

（情報共有システムの活用について） 

第１９条　本工事は、秩父市「情報共有システム活用工事」の試行対象工事である。 

　　　　　試行の実施は、『埼玉県建設工事情報共有システム実施要領』を準用して実施す

るものとするので、予め埼玉県のウェブページを参照すること。 

　　　　　なお、実施要領の第８条の条件としている遠隔臨場の機能の有無は問わない。 

　　　　　http://www.pref.saitama.lg.jp/a1001/kojijyoho_kyoyusystem_doboku.html 

 

　　　２　情報共有システムの活用は受注者の希望により実施するため、活用を強制するも

のではありません。情報共有システムの利用を希望する場合は、受発注者で協議し

決定するものとする。 

 

（工期の変更） 

第２０条　契約締結後、工事の進捗状況により、発注者と受注者が協議の上、工期を変更す

ることがある。 

 

（その他） 

第２１条　上記に定めるもののほか、必要に応じ、監督員と協議の上、工事を実施するもの

とする。

http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/a1002/index.html
http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/a1002/index.html


工　　種 種　　別 細　　別 規　　格 数　　量 単　位 数　位 内訳表数量

舗装工 路面切削工 路面切削(表層) 全面切削、6㎝以下 1514.1 ㎡ 10 1510

殻運搬 10ｔ車、 L=7.5km以下 75.7 ㎥ 1 76

殻処分 Aｓ殻 75.7 ㎥ 1 76

アスファルト舗装工 表層 改質As密粒Ⅱ型(20) t=5cm 1514.1 ㎡ 10 1510

区画線工 区画線 溶融式区画線 実線・白 15㎝ 237.1 ｍ 10 240

溶融式区画線 実線・黄 15㎝ 174.8 ｍ 10 170

溶融式区画線 ゼブラ・白 45㎝ 88.4 ｍ 1 88

溶融式区画線 矢印・記号・文字・黄 15㎝ 35.8 ｍ 1 36

仮設工 交通管理工 交通誘導警備員 交通誘導警備員B 9.0 人日 1 9

共通仮設費（積上げ） 運搬費 貨物自動車運搬（往復） 路面切削機　L=6.1㎞ 2.0 台 1 2

 数　量　総　括　表

- 1/10-



1. 路面切削（表層）

Ａ＝ ＝ 1514.1 ㎡

3. 殻運搬

Ｖ＝ ＝ 75.7 ㎥

4. 殻処分

Ｖ＝ ＝ 75.7 ㎥

            計　　算　　調　　書　　　　　

全面切削、6㎝以下

別紙計算書参照

10ｔ車, L=7.5km以下

1514.2×0.05

As殻

1514.2×0.05

路面切削工
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測     点
番     号

No.0 11.20 
2.2 10.83 23.8 

No.0+2.20 10.45 
17.8 10.48 186.5 

No.1 10.50 
20.0 10.50 210.0 

No.2 10.50 
20.0 10.50 210.0 

No.3 10.50 
2.0 10.50 21.0 

No.3+2.0 10.50 
0.0 9.30 0.0 

No.3+2.0 8.10 
18.0 7.68 138.2 

No.4 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.5 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.6 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.7 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.8 7.25 
20.0 7.23 144.6 

No.9 7.20 

小計 180.0 1514.1 

路面切削（表層） 計 　　算 　　書

距     離 横 断 幅 員 平均横断幅員 平方米
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1. 表層

A= ＝ 1514.1 ㎡

            計　　算　　調　　書　　　　　

改質As密粒Ⅱ型（20）t=5cm

別紙計算書参照

アスファルト舗装工
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測     点
番     号

No.0 11.20 
2.2 10.83 23.8 

No.0+2.20 10.45 
17.8 10.48 186.5 

No.1 10.50 
20.0 10.50 210.0 

No.2 10.50 
20.0 10.50 210.0 

No.3 10.50 
2.0 10.50 21.0 

No.3+2.0 10.50 
0.0 9.30 0.0 

No.3+2.0 8.10 
18.0 7.68 138.2 

No.4 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.5 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.6 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.7 7.25 
20.0 7.25 145.0 

No.8 7.25 
20.0 7.23 144.6 

No.9 7.20 

小計 180.0 1514.1 

舗装（表層） 計 　　算 　　書

距     離 横 断 幅 員 平均横断幅員 平方米

- 5/10-



1. 溶融式区画線

L= ＝ 237.1 m

2. 溶融式区画線

L= ＝ 174.8 m

3. 溶融式区画線

L= ＝ 88.4 m

4. 溶融式区画線

L= ＝ 35.8 m

            計　　算　　調　　書　　　　　

実線・白 15㎝

延長調書参照

実線・黄 15㎝

延長調書参照

ゼブラ・白 45㎝

延長調書参照

矢印・記号・文字・黄 15cm

延長調書参照

区画線工
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区 間 計　　算　　式

実線・白 15㎝

[外側線右]

No.0付近 ～ No.9 177.00 ｍ

[導流帯①②③④] 左側

No.0 ～ No.3 3.0＋19.1＋20.7＋17.3 60.10 ｍ

合　　　計 237.10 ｍ

実線・黄 15cm

[中央線]

No.0付近 ～ No.9 174.80 ｍ

合　　　計 174.80 ｍ

ゼブラ・白 45cm

[導流帯①②③④] 左側

No.0 ～ No.3 2.6＋25.7＋21.3＋5.5 55.10 ｍ

[横断歩道]

No.0付近 3.0×10 30.00 ｍ

[停止線] 右側

No.0付近 3.30 ｍ

       合　　　計 88.40 ｍ

　延　長　調　書　

数　量

- 7/10-



区 間 計　　算　　式

矢印・記号・文字・黄 15cm

[40]

No.7付近左側 19.80 ｍ

[防火水槽]

No.5付近 右側 16.00 ｍ

      合　　　計 35.80 ｍ

　延　長　調　書　

数　量
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1. 交通誘導警備員

N= ＝ 9.0 人日

            計　　算　　調　　書　　　　　

交通誘導警備員Ｂ

3日×3人/日

仮　設　工
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1. 貨物自動車運搬（往復）

N= ＝ 2.0 台

            計　　算　　調　　書　　　　　

路面切削機　L=6.1㎞

共通仮設費（積上げ）
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図　示 図面番号

年　度

路線名

工事名

図面名称

縮　尺 １／１

秩父市蒔田地内

令和８年度

幹線６号線

幹線６号線道路舗装工事

秩父市 地域整備部 道づくり課

平面図・標準断面図

A3印刷時(S=1:1000)
A1印刷時(S=1: 500)

1.5%1.5%
CL

表層:改質As密粒Ⅱ型(20)t=5cm

プライムコート(PK-3)

施工範囲　表層  8.40m
施工延長L=180m　幅員W=8.40m

As舗装　表層（改質As密粒Ⅱ型（20）t=5cm）  　1,510m2

　　　　　　　溶融式区画線(実線・黄・15cm)　 　　    　      170m

【舗装工】　　路面切削　表層(t=5cm)　　　　　　　　　　　　1,510m2

【区画線工】　溶融式区画線(実線・白・15cm)　 　　    　      240m　

　　　　　　　溶融式区画線(ゼブラ・白・45cm)　 　　    　     88m

　　　　　　　溶融式区画線(矢印・記号・文字・黄・15cm)　      36m

標準断面図  S=N.S
平面図

尾
田

蒔
3
1
2
号

線

尾
田

蒔
3
1
3
号

線

尾
田

蒔
4
3
7
号

線

尾田蒔297号線

県
道

　
久

長
・

秩
父

線 幹線6号線

防火水槽・黄・15cm

16.0m

19.8m

40・黄・15cm

3.3m

停止線・白・45cm

3.0×10

横断歩道・白・45cm

導流帯①・白・45cm

2.6m

白・15cm

白・15cm

白・15cm

白・15cm

導流帯②・白・45cm

導流帯③・白・45cm

導流帯④・白・45cm

3.0m 25.7m

19.1m 21.3m

20.7m 5.5m

17.3m
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